	大 項 目
	【その他】

	小 項 目
	著作権（著作権全般について）

	タイトル
	著作権を学ぼう！Ⅰ

	主な対象
	中学校

	ねらい
	「著作権」とは、どのようなものかを理解させる。

	作成の意図
	自分の考えや気持ちを自分なりに工夫して創作した作品（著作物）には、作成者の権利として「著作権」が存在する。著作物は、文芸、学術または音楽の範囲に属するものであり、単なるデータ、アイデア、他人の模倣、工業製品等は該当しない。
また、著作権は、年齢に関係なく、その作品を作成した者（著作者）が有する権利であり、登録の手続きは不要で、作品を作成した時点で生じる。したがって、子どもたちの作成した作品にも作成した時点で著作権が生じることになる。
そこで、このコンテンツを利用し、これら著作権についての基本事項を理解させたい。

	指導内容
	・著作権とは何かを知ること。
・著作物とは何かを知ること。
・著作者とは何かを知ること。
・著作権をもつにはどうすればよいかを知ること。

	展　　開
	(1) 自分が作った作品を勝手に使われない権利として、「著作権」があることを知らせる。
(2) 著作物について説明した後、問題１を児童に考えさせる。正解は２である。著作物は絵、作文、音楽等で工業製品は含まれないことを確認する。

(3) 著作者について説明した後、問題２を児童に考えさせる。正解は１である。著作者は年齢に関係なく、作品を作成した人であることを確認する。

(4) 著作権をもつにはどうしたらよいか説明した後、問題３を児童に考えさせる。正解は４である。著作権は、作品を作成した時点で生じることを確認する。
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	大 項 目
	【その他】

	小 項 目
	著作権（全般）

	タイトル
	著作権を学ぼう！Ⅱ 

	主な対象
	中学校

	ねらい
	著作権に含まれる基本的な権利を理解させるとともに、授業における例外的な取扱いについても知らせる。

	作成の意図
	著作権には、「財産」を保護する「著作権」と、著作者の「心」を保護する「著作者人格権」とがある。前者の一つとして「複製権」（無断で複製されない権利）があり、後者の一つとして「同一性保持権」（無断で改変されない権利）がある。
また、著作権法では一定の条件を満たす場合には、その著作権者の承諾を得なくとも、その著作物を自由に利用することを認めている。特に、第35条の特例（教育を担当する者及び受ける者は、授業の過程で利用するために著作物を複製できる）が認められている。
そこで、このコンテンツを利用して、著作権への理解を深めさせたい。

	指導内容
	・勝手に複製されない権利（複製権）があること
・勝手に改変されない権利（同一性保持権）があること
・授業においては著作物の複製が可能であること

	展　　開
	(1) 問題４を児童に考えさせる。正解は４である。著作物は、無断で複製してはならないことを確認する。

(2) 問題５を児童に考えさせる。正解は４である。著作物は、無断で改変してはならないことを確認する。

(3) 問題６を児童に考えさせる。正解は１である。通常は違法だが、先生や生徒は、授業の過程において複製してもよいことを知らせる。
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